
■2014年度さなぎプロジェクト 

11．Internatio なる!? 

 

◎参加人数 10名 

 

◎活動の趣旨 

 Internatioなる！？は 2012年 6月に、英文学科生

のニーズにあったイベントを提供できるようにと発

足した団体です。国際交流イベントを企画し、積極

的なボランティア活動を促しながら英文学科生の英

語力向上を目的に現在は 10 人で運営をしています。 

 

◎今年度の活動内容 

①学内イベント [参加人数各 10名] 

前期 3 回、後期 1 回にわけて学内で開催しました。

使用言語は英語に限定し、必然的に英語を話せるよ

うにゲームを用いて、楽しみながらの会話力向上を

目指しました。後半 2 回のイベントでは、比較的聞

き取りやすいディズニー映画のＤＶＤを鑑賞し、日

常で使えそうなフレーズを書き出し実際にその場で

練習をしました。穴埋めの資料も用意しリスニング

力を向上するべく聞き取りも行いました。学内イベ

ント（勉強会）の最後には必ず、学年を超えて話せ

るよう英語でのフリートークの時間を設けました。 

 ②芋煮会[参加人数 29名（運営除く）] 

留学生を招いてのイベントでした。運営メンバーで

仙台芋煮と山形芋煮をつくり、先生方や留学生、英

文学科生に提供しました。普段留学生と話す機会は

少ないため、自然な英語を聞き取り、話すチャンス

として企画しました。合間に簡単なゲームも交え、

楽しく英語を使い交流できたと思います。 

③ クリスマスパーティー[参加人数 31名（運営除

く）] 

芋煮会と同じく留学生を招き、自然な英語にふれる

機会をつくることが目的で開催した、今年度最も人

が集まったイベントでした。留学生・MG 生関係な

くいくつかのグループに割り振り、お菓子の家をつ

くり一緒に飾りつけをしました。お菓子の家の人気

投票や簡単なゲームなどもし、英語での会話を楽し

みました。このイベントには多学科学生の参加もあ

りました。 

④その他、イングリッシュキャンプや東北大学国

際祭りに参加した運営メンバーもいました。 

 

◎今年度の振り返り 

 今年度はたくさんの留学生に参加していただいた

ため、学内からの参加希望者も多く、比較的大きな

規模のイベントを提供することができました。その

分英語を話す機会が昨年に比べて多くあったのでは

と思います。今まで Internatio なる！？は英文学科

生だけに限定してイベントを開催してきましたが、

他学科から参加希望の声がいくつかあったため、今

年度から英文学科だけでなく他学科からも参加でき

るように変更しました。しかし今年度の活動で他学

科からの参加があったのはクリスマスパーティーの

みであり、イベントの宣伝が他学科までうまく伝わ

っていないことがわかりました。次回からはもっと

工夫していきたいと思います。また、大きなイベン

トで他大学の日本人学生からの参加希望もありまし

たが、開催場所や警備の都合上、日本人は MG 生に

限定する形になってしまいました。出来るだけ多く

の人が参加できるよう、MG 生を中心にしながら、

留学生と外部からの学生をどう受け入れるか、検討

していきたいと思います。 

 


